
ホ
ウ

寸1

と
同
制
で
、
そ
れ
を
千
速
と
澱
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
製
す
る
錦
、
志
雄
山
に
藍
援
を
構
へ
た
と
い
ふ
も
是

こ
の
地
風
威
様
烈
た
る
を
以
て
、
土
壊
を
築
い
て
前
一
で
あ
る
。
能
菅
の
守
抑
制
畠
山
民
が
築
い
た
七
尾
古
城

嗣
を
置
い
て
あ
る
。
萄
時
様
迦
知
来
の
僻
堂
で
、
笛
一
も
、
ま
た
こ
の
山
脈
の
末
端
に
近
く
、
鹿
島
郡
の
海

山
波
山
伏
文
珠
院
後
に
箆
挺
院
叉
は
和
銅
寺
と
稽
し
一
陸
を
控
制
す
る
地
点
に
あ
る
0
.而
し
て
天

E
十
ご
年

た
も
の
之
に
奉
仕
し
た
。
柿
磁
は
東
閉
村
の
酒
井
氏
一
佐
々
成
政
が
前
田
氏
の
支
鍵
末
森
を
攻
め
た
時
、
様

で
あ
っ
た
が
、
質
暦
の
交
和
銅
寺
と
事
う
て
退
去
し
一
川
か
ら
貨
建
山
の
北
箆
梨
J

木
峠
を
越
え
た
の
は
、

た
。
明
治
元
年
神
働
混
請
禁
止
の
後
和
銅
寺
は
復
飾
一
員
に
牧
軍
機
夫
の
細
径
を
取
っ
た
も
の
で
、
彼
は
奇

し
て
賢
建
和
銅
と
い
ひ
、
七
年
嶺
上
の
祉
は
東
閉
村
一
裂
に
よ
っ
て
奇
坊
を
奏
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
、

の
神
社
の
奥
匙
と
せ
ら
れ
た
。
一
そ
の
目
的
を
謹
す
る
能
は
ざ
る
や
、
再
び
陵
踏
に
大

ホ
ウ
ダ
ツ
ザ
ン
質
建
山
羽
咋
郡
の
商
境
に
在
一
軍
を
牧
め
る
こ
と
を
得
ず
、
速
く
供
利
伽
羅
方
面
に

っ
て
、
越
中
に
跨
る
。
中
央
の
一
崎
最
も
高
〈
、
之
一
迂
回
し
て
返
却
し
た
。

を
貨
建
御
前
と
い
ひ
、
高
さ
六
三
七
米
、
地
質
花
閥
閃
一
ホ
ウ
チ
イ
ン
包
智
院

J
オ
ウ
チ
イ

y

邑
智

線
岩
、
能
菅
第
一
の
高
崎
で
あ
る
。
上
に
東
閉
村
な
一
院
。

る
手
法
均
時
前
祉
の
奥
殿
が
あ
っ
て
、
俗
に
貨
建
槌
一
ホ
ウ
チ
ユ
ウ
ピ
ヨ
ウ
ワ
ミ
ヨ
ウ
ホ
ン
ゾ
ウ
庖
厨

現
と
稽
し
、
毎
年
四
局
廿
一
一
一
日
・
九
用
廿
七
日
寄
合
一
備
用
和
名
本
草
十
三
容
。
務
の
老
隠
前
聞
駿
澗
守

三
十
一
一
ヶ
村
に
よ
っ
て
穣
現
祭
を
行
ふ
。
山
中
に
は
一
挙
貞
が
前
出
綱
紀
の
食
膳
の
用
に
資
す
る
た
め
、
治

多
〈
諜
草
を
蛮
し
、
葛
・
雑
務
は
有
名
で
あ
る
。
叉
一
趨
向
井
元
升
に
編
越
さ
せ
た
も
の
。
寛
文
十
ご
年
成

嘗
て
金
鎖
を
出
し
、
現
に
石
炭
・
盤
石
を
産
す
る
。
一
り
、
次
い
で
世
に
刊
行
し
た
。
巻
首
に
木
下
限
庖
・
中

山
上
の
地
は
山
崎
・
河
原
・
上
回
・
上
回
出
・
門
前
・
小
一
山
三
柳
・
三
宅
道
乙
・
蹄
軒
笛
直
の
序
が
あ
る
。

川
・
中
野
・
袈
生
・
今
讃
・
米
出
・
北
川
民
・
貨
建
の
入
曾
一
ホ
ウ
チ
ン
ソ
ウ
チ
ン
費
珍
宗
珍
加
賀
永
静
寺

で

あ

る

。

一

の

閉

山

。

初

め

永

安

寺

玄

路

統

玄

に

参

し

て

臨

調

の

ホ
ウ
ダ
ツ
ザ
・
ン

εヤ
タ
賓
建
山
眼
能
菅
の
寅
一
宗
国
田
を
偲
へ
ら
れ
、
叉
祇
陀
寺
大
智
に
よ
っ
て
智
趨

建
山
は
、
鯵
服
東
北
に
走
せ
て
石
動
山
を
掘
起
せ
し
一
を
盆
し
、
後
調
谷
寺
に
出
世
し
、
永
安
寺
に
移
り
、

め
、
商
品
に
東
走
越
中
の
凶
界
を
限
っ
て
海
民
礎
含
る
。
一
永
砕
寺
の
閉
山
と
な
り
、
叉
河
北
部
に
資
厳
寺
を
建

こ
の
間
一
一
闘
を
聯
絡
す
る
山
径
多
く
、
軍
事
上
の
要
一
て
L
そ
の
閉
山
と
な
っ
た
。
延
文
一
一
年
寂
。

筈
を
な
し
て
ゐ
る
。
さ
れ
ば
建
武
ご
年
越
申
の
凶
司
一
ホ
ウ
ト
ウ
イ
ン
費
幡
院
江
沼
郡
横
北
郷
内
に

中
院
定
請
は
、
守
護
普
門
利
請
に
治
ら
れ
て
石
動
山
一
在
っ
た
が
今
は
存
せ
ぬ
。
隆
涼
軒
目
録
延
徳
三
年
六

に
退
い
た
こ
と
が
あ
り
、
務
永
二
年
源
義
仲
は
、
平
一
周
廿
九
日
に
、
『
賀
州
櫛
北
郷
内
貸
般
院
事
、
健
司
紀

民
揚
手
の
軍
を
襲
ふ
震
に
氷
見
か
ら
能
菅
に
入
っ
た
一
築
都
管
開
基
日
大
智
院
殿
様
御
祈
諦
腕
候
。
』
と
あ

こ
と
が
あ
る
。
義
仲
の
遜
踏
は
今
の
既
習
志
雄
谷
内
一
る
。
大
智
院
は
足
利
義
蔵
で
あ
る
。

叉
は
論
悶
越
を
突
破
し
た
の
で
あ
ら
う
。
そ
の
志
雄
一
ホ
ウ
ト
ウ
イ
ン
賓
岨
院
延
貨
の
金
縛
闘
に
、

谷
内
は
、
天
平
年
中
大
伴
家
持
が
遁
過
し
た
志
乎
賂
一
質
隆
寺
の
が
け
下
に
箆
騒
院
を
記
載
し
、
そ
の
隣
地

な
る
べ
く
、
観
踏
元
年
得
江
石
王
丸
の
越
申
勢
を
防
一
を
松
山
寺
と
す
る
。
印
ち
費
随
寺
坂
の
傍
で
、
今
の

-司

司

ホ
ウ

F
ウ
ジ
法
遁
寺
江
沼
郡
弓
波
に
在
っ
た

と
い
ふ
。
江
沼
郡
在
三
別
々
記
に
、
村
の
東
方
に
法

遭
寺
と
い
ふ
寺
屋
敷
の
跡
が
あ
っ
て
、
畑
の
中
に
大

石
が
一
つ
あ
る
と
し
、
一
笈
憩
紀
聞
に
は
、
そ
れ
を
塔

松
山
寺
の
門
内
に
笛
る
腕
で
あ
る
が
、
松
山
寺
に
は

さ
う
し
た
僻
説
が
な
い
。
或
は
箆
艦
寺
の
隠
跨
所
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
忍
ま
い
か
。

ホ
ウ
ト
ウ
ジ
費
幅
寺
金
様
百
姓
町
に
在
っ
て
、

提
言
宗
に
臨
す
る
。
初
め
前
凶
利
家
の
越
前
府
中
に

屑
た
時
、
強
配
法
印
に
折
認
を
命
じ
た
が
、
利
長
は

之
を
松
任
に
伴
う
て
愛
宕
堂
を
建
立
せ
し
め
、
尋
い

で
笛
山
を
綬
て
金
揮
に
来
。
、
資
随
寺
坂
ハ
今
の
八

坂
〉
の
上
に
愛
宕
堂
を
紀
り
、
光
高
の
時
に
及
ん
で

提
言
宗
飼
顕
た
ら
し
め
た
。
後
箆
永
元
年
小
立
野
上

野
に
縛
じ
、
明
治
八
年
翼
に
今
の
所
に
移
っ
た
。
図

に
母
国
ふ
。
質
艦
寺
坂
の
上
の
愛
宕
堂
は
、
同
じ
小
立

野
な
が
ら
後
に
本
多
氏
邸
に
あ
る
地
に
あ
っ
た
明
王

院
の
愛
宕
堂
と
は
別
で
あ
る
。

ホ
ウ
ト
ウ
ジ
費
蝿
寺
鹿
島
郡
小
島
に
在
っ
て
、

海
土
宗
に
臨
す
る
。
開
基
は
明
徳
ご
年
笈
努
和
向
。

大
永
六
年
一
宮
枇
務
職
年
賀
納
帳
に
府
中
質
瞭
寺
と

あ
る
も
の
で
、
後
に
樽
地
し
た
の
で
あ
る
。
能
晋
.
名

跡
芯
に
、
『
部
土
宗
貨
随
寺
と
い
ふ
に
、
.
平
霊
脱
卿
の

守
り
側
、
同
治
仰
等
あ
り
。
』
と
あ
る
。

ホ
ウ
ト
ウ
ジ
費
幡
寺
岡
京
都
曹
洞
宗
総
持
寺

山
内
に
在
っ
て
、
邸
仁
元
年
高
岸
の
建
京
に
係
り
、

岡
山
内
妙
高
庵
に
諒
し
た
。
今
は
無
い
。

ホ
ウ
ト
ウ
ジ
費
稽
寺
鹿
島
榔
藤
橋
に
在
っ
て
、

曹
洞
宗
に
臨
し
、
長
齢
寺
ご
代
用
山
俸
徐
を
閉
山
と

す
る
。
貞
享
ご
年
の
由
来
曹
に
、
も
と
無
住
で
あ
っ

た
の
を
、
大
遜
圭
徐
が
天
正
申
住
持
を
遣
い
て
か
ら

畏
齢
寺
の
末
寺
に
な
っ
た
と
い
ふ
も
の
是
で
あ
ら

，h

，。

七
四
七

の
援
と
起
し
て
ゐ
る
。

ホ
ウ
ト
ウ
タ
ザ
カ
費
樋
寺
援
金
禄
に
在
っ
て
、

今
は
八
坂
と
い
ふ
。
昔
此
の
坂
の
上
東
南
に
資
駿
寺

が
あ
っ
た
た
め
の
穏
で
あ
り
、
叉
奥
村
伊
擦
問
郎
の

近
地
な
る
故
伊
議
殿
坂
と
も
呼
ん
だ
。
元
来
狭
い
坂

路
で
あ
っ
た
が
、
竹
祷
御
殿
建
築
に
つ
き
、
交
政
三

年
五
周
よ
り
鏑
張
工
事
を
行
ひ
、
同
年
九
用
務
成
し

た。ホ
ウ
ト
ウ
ジ
リ
ヨ
ウ
賓
幡
寺
領
磁
涼
粁
H
録

長
旅
三
年
八
用
品
u
四
日
の
傑
に
、
『
費
健
寺
領
加
賀
凶

倉
用
庄
新
開
之
事
云
々
。
』
と
あ
る
。
こ
の
箆
随
寺
は

京
都
に
あ
っ
て
、
後
の
臨
王
院
と
い
ふ
も
の
で
あ
ら

o
 

'
h
J
 ホ
ウ
ト
ク
イ
ン
法
徳
院
加
賀
務
宇
一
第
十
三
代

前
問
問
穫
の
子
、
大
型
寺
侠
第
十
四
代
前
町
刺
問
の

法
説
。
詳
し
く
は
法
徳
院
欝
昌
道
樹
日
恭
大
時
士
。

ホ
ウ
ネ
ン
芳
年
卒
保
の
頃
の
金
揮
に
於
け
る

名
妓
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
践
を
作
り
醤
を
能
く
し
、

時
人
そ
の
名
を
言
は
ず
し
て
能
醤
と
い
う
た
。
そ
の

務
に
、
『
今
宵
桃
李
用
。
一
倍
他
樫
態
。
却
悩
稽
呑
影
。

妾
衣
不
=
永
留
吋
』
と
い
ふ
の
が
あ
る
と
惇
へ
る
。

ホ
ウ
ネ
ン
ジ
法
然
寺
金
縛
松
本
町
に
在
っ
て
、

彰
向
山
と
捜
し
、
静
土
宗
に
臨
す
る
。
慶
長
八
年
総

務
貞
認
を
閉
山
と
し
、
延
質
ご
年
安
祭
寺
の
呑
砲
を

中
興
と
す
る
。
初
め
百
姓
町
に
在
っ
た
が
、
事
保
十

五
年
来
径
の
時
今
の
地
に
移
っ
た
。

ホ
ウ
ネ
ン
ジ
バ
シ
法
然
寺
穏

4
ヒ
ヤ
グ
シ
ョ

ウ
パ

y

百
姓
橋
。

ホ
ウ
ネ
ン
ジ
モ
ン
ゼ
ン
法
然
寺
門
前
金
制
仰
の

醤
町
名
。
法
然
寺
ぽ
亭
保
十
五
年
百
姓
町
か
ら
陪
川

川
上
新
町
に
移
縛
し
、
十
七
年
よ
り
そ
の
門
前
地
に

民
家
を
建
設
し
た
と
い
ふ
。
明
治
四
年
四
用
戸
籍
編

成
の
際
そ
の
名
を
践
し
、
梅
枝
舟
場
町
に
合
併
し
て

国


